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旧統一教会の解散命令 請求を正式決定 
旧統一教会をめぐる問題で盛山文部科学大臣は 13日、東京地方裁判所に請求しました。 

12日の宗教法人審議会が終了したあと、盛山大臣は臨時の記者会見を開き、審議会では旧統一教

会の解散命令請求を行うことについて、「相当である」と全会一致の意見を得たと明らかにしまし

た。その上で「わたしとしてはあす以降、速やかに東京地方裁判所に対し、解散命令請求を行いた

い」と述べ、教団に対する解散命令の請求を正式に決定し、あすにも東京地方裁判所に請求すると

表明しました。 

 理由について盛山大臣は「教団は遅くとも昭和 55年頃から、長期間にわたって継続的に信者が

多数の方々に対し、自由な意思決定に制限を加え、正常な判断が妨げられる状態で献金や物品の購

入をさせて多額の損害をこうむらせ、生活の平穏を妨げた」などと述べました。 

 そして「教団への損害賠償請求を認容する判決は、文化庁が把握したかぎりでは 32件、一審で

請求が認容されるなどした被害者の総数は 169人、認められた被害の総額はおよそ 22億円、1人あ

たりの金額は 1320万円におよぶ」と述べました。 

 さらに「家族を含めた経済状態を悪化させ、将来の生活に悪影響を及ぼし、その結果、献金しな

ければならないとの不安に陥ったり、家族関係が悪化したりするなど、本人や親族に与えた精神的

な損害も相当甚大だ。多くの人の財産的・精神的犠牲を余儀なくさせて、その生活の平穏を害する

ものだ。これらの献金や勧誘行為などは旧統一教会の業務ないし活動として行ったもので、『宗教

法人世界平和統一家庭連合』の行為と評価できる」と指摘しました。 

 その上で「このような教団の行為は、民法の不法行為に該当し、その被害も甚大であることを踏

まえると、宗教法人法 81条 1項 1号及び 2号前段の解散命令事由に該当するものと判断した」と

述べ、解散命令の事由の「法令に違反して、著しく公共の福祉を害すると明らかに認められる行

為」や「宗教団体の目的を著しく逸脱した行為」に該当すると説明しました。 

萩生田政調会長「関係を断ち」というものの、一連の報道は事実と異なると 

自民党の萩生田光一政調会長は 12日、旧統一教会に対する解散請求命令について「私自身も、

党のガバナンスコードに従い、当該宗教法人と関係を断ち、適切な政治活動を心がけているところ

であり、今後もさらにコンプライアンスの順守に努めていく」とするコメントを事務所を通じて発

表しました。 

自身と旧統一教会との関係については「当初から、世界平和女性連合の会員との付き合いは認め

ており、活動に一定の理解をし、応援してきたが、旧統一教会との関連性までは当時は曖昧な認識

であったことは否定できず、いまだに苦しんでいる人がいる点、国会議員として影響を及ぼす可能

性がある点に思いが至らなかったことを、率直に反省を申し上げてきた」と説明しました。 

 その上で、「週刊誌や情報番組で報じられている『青年部のバーベキュー大会に出ていた』『水曜

日の青年部の会合で説教していた』『毎月２回の礼拝に出ていた』『一緒に日本を神様の国にしまし

ょうと発言した』などについては事実と異なり、当初から一貫して否定している」と、全く認めよ

うとしていません、反省していません。 
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岸田首相 「臨時国会で補正予算成立させる」と発言、 

臨時国会冒頭を含む早期に衆院を解散を否定？ 

東京新聞は、岸田文雄首相が臨時国会冒頭を含む早期に衆院を解散を否定したと報じいます。岸 

田首相はは 10月 7日、水戸市内での自民党会合であいさつし、20日召集の臨時国会で、経済対策

の裏付けとなる 23年度補正予算案の成立を目指す方針を明言しました。「今月中に経済対策を取り

まとめて補正予算案を編成し、臨時国会に提出、成立させたい」と述べました。物価高を踏まえ、

経済対策を最優先する姿勢を示した形だ。補正予算成立は 11月後半以降が見込まれ、12月の内

政、外交日程を踏まえると年内の衆院選は日程上厳しい状況です。 

首相はこれまで、補正予算案を臨時国会に提出する意向を示す一方で、成立には言及していませ

んでした。このため経済対策を争点に、臨時国会冒頭を含む早期に衆院を解散するとの見方もあっ

たが、打ち消しを図ったとみられます。 

首相は会合で、経済対策に関し「多くの国民が物価高に苦しんでいる」と説明。給付措置や減

税、社会保障負担の軽減に改めて言及しました。 

経済対策を決定した後、補正予算案を国会に提出。成立は 11月後半から 12月上旬とみられま

す。12月 16～18日に東京で日本とＡＳＥＡＮの特別首脳会議が予定されています。 

 

全国での総がかり運動 ブロック集会 時期と会場を検討中 
各ブロックごとに総がかりとして憲法集会を開催することを検討しています。現在、北海道、岩

手、群馬、静岡、兵庫、広島、愛媛、大分の各県で日程設定中です。決定次第、各ブロックの団体

や市民の周知する予定です。 

1 兵庫県 

名 称 戦争させない、９条壊すな！総がかり行動 11・24関西集会 in 兵庫 

日 時 2023年 11月 24日（金）18時 30分～  場 所 長田区文化センター３階・大会議室 

内 容 講演テーマ：「沖縄の現状と私たちの課題」 （仮題） 

講 師：前泊 博盛 さん（沖縄国際大学大学院教授）  規 模 300人 

2 北海道 

日 時 2023年 11月 28日（火）18時～20時 30分 

場 所 北海道自治労会館（札幌市北区北 6条西 7丁目） 

内 容 講演テーマ：「軍拡・憲法・岸田政権をめぐってー（仮題）」 

講 師：中野晃一さん（上智大学教授 「市民連合」運営委員） 

3 岩手県 

日 時 2023年 12月 16日（土）13時 30分～15時 30分 

会 場 盛岡市 紺屋町 「勤労福祉会館」5階大会議室 

内 容 講演 講 師：金平茂紀さん（元ＴＢＳ「報道特集」ニュースキャスタ 

＜当面の行動＞ 

● 9/23 ～ 31 フェミ・ブリッジ行動 9/23（ 土）14 時、新宿駅東南口（東京市民連合） 

●安保 3 文書改定・軍事大国化と明文改憲 10月 18日（水）17 時 45 分～ 

参議員議員会館Ｂ－１０６  主催 法律家 6 団体 共催 9 条改憲 NO!市民アクション 

●つなごう憲法を生かす未来へ！「11・3 憲法大行動」 

11 月 3 日(金) 国会正門前   

●第 95 回 19 日行動  10 月 19 日（木）18 時 30 分～ 第二議員会館前 



●街頭合同宣伝・署名活動 10 月 26 日（木）18 時～ 池袋駅東口 

●ウイメンズ・アクション 10 月 23 日（月）18 時～ 有楽町イトシア前 

●青年 PT 1 泊 2 日の研修旅行を計画（信州無言館。松代大本営など） 

11 月 25 日(土)～ 26 日（日）に実施予定 

 

内閣支持 26．3％、過去最低に 改造「評価せず」45％ 
 時事通信が 6～9日に実施した 10月の世論調査で、岸田内閣の支持率は前月比 1．7ポイント減

の 26．3％でした。 

 今年 1月の 26．5％を下回り、岸田政権で過去最低を更新。政権維持の「危険水域」とされる 2

割台を記録するのは 3カ月連続です。不支持率は同 2．3ポイント増の 46．3％で、過去最悪の今年

8月（47．4％）と同水準。「分からない」は 27．4％でした。 

 9月の内閣改造・自民党役員人事については「評価しない」が 45．5％に上り、「評価する」は

10．2％にとどまりました。副大臣・政務官に女性を 1人も起用しなかったことが不評を招いたよ

うです。「どちらとも言えない・分からない」は 44．3％でした。 

 旧統一教会の解散命令請求を行うことの賛否は「賛成」が 78．3％と多数で、「反対」は 3.2％。

「どちらとも言えない・分からない」は 18．5％でした。 

 政党支持率は、自民党が前月比 1．0ポイント減の 21．0％、日本維新の会が同 0．4ポイント減

の 3．9％。立憲民主党（同 0．1ポイント増）と公明党（同 0．7ポイント減）がともに 3．1％で

並んだ。以下、共産党 1．7％、国民民主党 1．4％、れいわ新選組 1．1％、社民党 0．3％、参政党

0．2％と続いた。政治家女子 48党はゼロ、「支持政党なし」は 61．1％でした。 

 調査は全国 18歳以上の 2000人を対象に個別面接方式で実施。有効回収率は 58．8％。 

 

各地のとりくみ 

大阪 「カジノはいらない」とアピール 女性パレード  

 「あかん、あかん、カジノはあかん」と大阪市のメイン通り・御堂筋で９日、「あかんやろ！カ

ジノ 女性パレード」が１３０人の参加で行われました。主催は「女性にっとワーク＠おおさか」

と「『あかん！カジノ』女性アピール」。 

 西区の新阿波座公園で開かれた出発前集会で「『あかん！カジノ』女性アピール』の藤永延代さ

んが「子どもたちをばくち場に誘導するのが自治体の仕事か。こんな政治は許さない。女性たちの

怒りをアピールしよう。カジノいらん、税金の無駄遣いするな、万博もいらないと明るく楽しく訴

えていこう」と呼びかけました。 

 参加者は赤い色のものを身につけ、横断幕や風船、プラカードを手に公園を出発。なんばまで南

へ２キロメートル以上、サックスやドラム、ロックンロールなど乗りのいいリズムに乗って「大阪

壊すカジノはいらない」「夢洲（ゆめしま）危険な埋め立て地」「いまなら間に合う万博やめよ」な

どとコールを響かせました。 

 沿道の人たちが次つぎスマホで撮影。若者の飛び入り参加や手を振ってのエールなど注目を集め

ました。 

 

冬の憲法講座 開催 

日時：12 月 3 日(日) 9 時半から 12 時  会場：全労連会館 2 階ホール 

講座・講演 渡辺治一橋大学名誉教授 




